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環境資源 地域資源

海洋・漁業資源 海底資源

生物資源

エネルギー資源

熱水鉱床やメタンハイド
レートの情報

海流や海水温度情報、
水産生物などの生息情報

世界遺産や歴史構造物情
報、日本独自の文化など

水の保有情報や
緑の生息情報など

希少生物などの
生息情報など

太陽光、風力、水力など
の発電エネルギー情報

水と緑、エネルギー、文化、
歴史、海洋資源などの地域資
源の発掘・見える化による

グリーンな地域おこし、
海洋大国、環境エネルギ
ー大国の実現

グリーンイノベーション①
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国、自治体
（公助）

地域コミュニティ
、自主防災組織
（共助）

地域住民
（自助） 逃げ遅れてしまった!!

どうしよう・・・
助け

逃げ遅れた住民がいる
ようだ。大至急救出に

向かおう。

○○地区で土砂災害が
発生したぞ（通報してお
こう）。住民を迂回させ
て避難誘導しよう。

地域コミュニティからの
通報で○○地区で土砂
災害が発生したようだ。
復旧対策を検討しよう。

リアルタイム
防災情報共有

ＤＢ

基盤地図

避難所位置

避難状況(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)

発災状況(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)

交通情報(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)

部隊配置状況(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)

河川情報(ﾘｱﾙﾀｲﾑ）

気象情報(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)

通報情報(ﾘｱﾙﾀｲﾑ)

情報提供

情報閲覧

情
報
閲
覧
・
配
信

情
報
入
力

（
通
報
情
報
）

情
報
閲
覧
・
配
信

情
報
入
力

（
通
報
情
報
）

地理空間情報

道路が冠水している
ので通れないぞ
（通報しておこう）。
迂回して避難しよう!!

避
難
支
援
・
通
報
情
報

　
　
　
　
　

（
情
報
共
有
）

避
難支援

・通
報情報

（
情報共

有）

防災情報の見える化

実現目標

ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報の共有

双方向の情報連携

国民一人一人の状況に応じた

リアルタイム且つきめ
細かな災害対応の実現

土砂で道が通れない

土砂災害発生！！

□□避難所 避難者数
＊＊＊人（現在）

避難所への
迂回路はこちらへ！

○○道路冠水！！

地域コミュニティからの通
報で○○地区の住民が逃
げ遅れている模様、自衛
隊に救助要請しよう。

住民からの通報で○○
道路が冠水しているよう
だ。住民を迂回させるよ
うに避難誘導しよう。

GISとソーシャル
ウェアの融合

○○道路が冠水で
通れないぞ！

グリーンイノベーション②
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ライフノベーション①




